
水質検査に関する補助制度の概要について 

 

◆ 補助対象者 

   上水道等（上水道及び簡易水道）の利用をしていない一般家庭において地下

水等を使用している方で、市税を滞納していないことが要件です。 

   

◆ 指定物質 

補助の対象となる物質は、ホウ素、硝酸態及び亜硝酸態窒素、テトラクロロ

エチレン、ヒ素、鉛、フッ素、ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの７物質です。 

指定物質の種類 基準（mg/ℓ） 

ホウ素 １．０ 

硝酸態及び亜硝酸態窒素 １０ 

テトラクロロエチレン ０．０１ 

ヒ素 ０．０１ 

鉛 ０．０１ 

フッ素 ０．８ 

ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ ０．００００５ 

 

◆ 補助金額等 

⑴ 補助額：指定物質の水質検査１項目につき１，０００円 

      ただし、PFOS 及び PFOA については、３万円を限度とし、補助対

象経費の２分の１ 

⑵ 補助回数：１井戸につき年２回、PFOS 及び PFOA は年１回 

    

 

 

◆ 補助申請の手続きについて 

補助金の交付を受けるためには、水質検査実施後に分析機関から交付される

「計量証明書」の写しと「水質検査補助金交付申請書兼請求書（様式第１号）」

を提出する必要があります。 

補助を希望される方には、申請の手続きや提出書類等を詳しく説明しますの

で、市役所環境課までお問合せ下さい。 

補助申請の手続きについては、次のとおりです。 

 

例：一般的な水質検査１１項目を受けた場合、補助対象となる指定物質の検査は 

「硝酸態及び亜硝酸態窒素」1 項目のため、補助金額は１，０００円となります。 

 



水質検査補助金の申請手続きについて 

 

 

 

 

   

 

 

 

        【添付書類】 

         ・検査機関が交付する計量証明書の写し 

         ※計量証明書（水質検査結果書）は発行後６ヶ月以内の 

ものに限ります。 

※PFOS 及び PFOA の水質検査を実施される方は、分析機関

が発行する見積書の写しを添付する必要があります。 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査を実施 

補助金交付申請書兼請求書（様式第１号）

の提出 

補助金交付決定通知書を送付（市⇒申請者） 

補助金振込（申請者の指定口座） 

≪分析機関≫ 

・朝日環境分析センター（TEL：0965-37-1377） 

※その他の分析機関でも申請可能です。 

≪水質検査実施方法≫ 

① 分析機関へ電話する。 

② 容器取得 ⇒ 採水 ⇒ 持込 

※詳細は分析機関へお問合せください。 

③ 検査費用の支払い（8 千円程度） 


